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#19-19 

【１０月１日～１５日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

令和元年１０月１７日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●２０日に実施予定のキシニョフ市長選挙では，最新の世論調査では社会党候補のチェバン氏がやや優勢なるも，過

半数までは届かず，「尊厳と真実」党のナスターセ氏との間での決選投票（１１月３日）となる見通し。 

●ＩＭＦからの４６．１百万ドルの財政支援の支払いが完了。ＥＵからの３０百万ユーロのマクロ財政支援の支出も

欧州委員会で承認され，近く払い込まれる見込み。 

 

１．内政 

地方選挙 

▼世論調査結果 

・１日，民間調査機関iDataのキシニョフ市長選挙に関す

る世論調査結果が発表された。主な候補者に対する支

持率は次のとおり。チェバン氏（社会党）２５．２％，ナスタ

ーセ氏（ＤＡ）１８．７％，キルトアカ氏（自由党）８．４％。 
・７日，民間団体 Watchdog は，キシニョフ市長選挙に関

する世論調査結果を発表。主な候補者に対する支持率

は次のとおり。チェバン氏２５．７％，ナスターセ氏１９％，

キルトアカ氏５．１％。 
・１４日，同団体が発表した同様の世論調査結果では，チ

ェバン氏への支持は２６．５％，ナスターセ氏は２１．４％，

キルトアカ氏は５．２％となった。 
▼控訴審，昨年のキシニョフ市長選挙を無効とした地

方裁判所の判決を破棄 

・８日，控訴裁判所は，２０１８年５月及び同６月に行われ

たキシニョフ市長選挙の結果を無効とするキシニョフ地

方裁判所の判決を破棄し，同選挙でナスターセ氏が勝

利したとの判断を下した。 
・これを受け中央選挙委員会は，ナスターセ氏は新市長

が選出されるまでは市長として活動できるが，ナスターセ

氏は次期市長選挙に立候補し既に選挙キャンペーンを

行っているため，同キャンペーンを継続する場合にはそ

の間市長として活動することはできない（現在の市長代

理が同職務を継続する），との見解を示した。 
２．外政 

▼ドドン大統領のアルメニア訪問 

・１日，ドドン大統領は，最高ユーラシア経済評議会に出

席するためアルメニアを訪問。同日，ドドン大統領は，パ

シニャン・アルメニア首相と会談し，二国間関係について

話し合った。また，ドドン大統領より，パシニャン首相のモ

ルドバ訪問を招請した。 
▼モゲリーニＥＵ外務・安全保障政策上級代表のモル

ドバ訪問 

・３日，サンドゥ首相は，モルドバを訪問中のモゲリーニＥ

Ｕ外務・安全保障政策上級代表と会談した。 
・モゲリーニ上級代表は，モルドバにおいて前向きな変

化が見られたため今回訪問した旨述べつつ，マクロ財政

支援の最初のトランシェは数週間のうちに支出されること

となる旨，同支援は政府が決めたアジェンダの実施に貢

献するものである旨説明した。また，司法改革の重要性

を強調しつつ，選挙法の改正を歓迎する旨述べるととも

に，トランスニストリア和平の文脈におけるモルドバの主

権を支持する考えを示した。 
・これに対し，サンドゥ首相は，今回のモゲリーニ上級代

表の訪問は，モルドバがＥＵへの道に戻ることに成功し

たことの証である旨述べるとともに，政府はこの改革を本

気で進めるつもりである旨強調した。 
・なお，１０日，欧州委員会は３０百万ユーロのマクロ財政

支援の支出を承認した。同支援は，汚職及び資金洗浄

対策，公共財政管理の透明性強化，公共機関の近代化，

エネルギー分野及び財政分野の諸改革，ビジネス環境

の整備等に関する措置に活用される。 
▼ルーマニア外相のモルドバ訪問 

・９日，ポペスク外務・欧州統合相は，モルドバを訪問中

のマネスク・ルーマニア外相と会談し，両国間協力の優

先分野を示したロード・マップに署名した。同文書は，エ

ネルギー，通信，公共財政，環境保護，国境管理等の分

野での協力の発展について規定している。 
・マネスク外相は，欧州への道を歩むモルドバ政府の努

力をルーマニアとしては引き続き支援していく旨再確認

した。 

３．経済 

▼歳入の増加 

・１日，モルドバ国税庁は，２０１９年１～９月までの歳入が

２９０億レイ（１６．１億ドル）を記録（前年同期比４．８％増）

したと発表した。 
▼ＩＭＦミッションのモルドバ訪問 
・２～８日，ＩＭＦミッションがモルドバを訪問。アトヤン同

団長は，モルドバ政府がIMFの支援するプログラムを元

の軌道に戻し、改革を進めるための決定的な行動をとっ

ていること，また，マクロ経済と財政の安定を維持するた

めに経済発展と政策について建設的な議論を行ってい

ると評価した。更に，代表団は、モルドバの政策的優先

事項及び２０２０年予算への新規支援の可能性について

も議論を開始したことを明らかとした。 
▼金属回収業の独占禁止 
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・２日，経済インフラ省は，国が７５％の株式を保有するメ

タルフェロス社の金属回収業の独占を終了させるため，

金属スクラップの回収と輸出に関し，他社がそれを行うこ

とを許可する法案を策定したと報告。 
▼国家汚職対策局，モルドバ航空の一部資産を差し

押さえ 

・３日，国家汚職対策局（NACC）は，モルドバ航空の民

営化プロセスにおける不正行為の有無に関する調査の

ため、同社の２機の航空機を含む６７０百万レイの資産を

一時的に差し押さえた。 
▼２０１９年９月のインフレ率 
・１０日，国家統計局は，２０１９年９月のインフレ率を公表

した。インフレ率は年換算６．３％で，内訳として食品９．

３％，非食品４．６％，サービス３．７％。 
・同月の消費物価指数（ＣＰＩ）は，対前月比１００．８％。 
▼世銀，ＧＤＰ成長率を３．４％に下方修正 

・１０日，世銀は２０１９年のモルドバのＧＤＰ成長率を３．

４％（６月時点では３．８％予測）に下方修正。２０２０年３．

６％，２０２１年３．８％予測。 
▼２０１９年１～８月の貿易統計 
・１５日，国家統計局は，２０１９年１～８月までの貿易に関

する統計を発表した。 
・輸出総額は，１，７８７．６百万レイ（９９．３百万ドル）で前

年同期比２％増。輸出内訳は，機械・輸送機器２４．８％，

食品・家畜２２．３％，非食原料１０％，飲料・たばこ７．

８％，その他製品２１．６％。輸出先はＥＵ向け６５．７％，

ＣＩＳ向け１４．６％。 
・輸入総額は，３，７７０．７百万レイ（２０９．５百万ドル）で

前年同期比１．８％増。輸入内訳は，機械・輸送機器２４．

３％，工業製品１９．６％，鉱物燃料１５．５％，化学品１４．

７％，食品・家畜１０．４％，その他製品１０．７％。輸入元

は，ＥＵ５０．１％，ＣＩＳ２４．３％。 
・対日輸出額は１．２百万ドル（前年同期比２．１％増），日

本からの輸入額は，３１．９百万ドル（前年同期比１２．６％

減）。モルドバの対日赤字は，３０．７百万ドル（前年同期

比３．１％減）。 
・モルドバの貿易赤字総額は，１，９８３．１百万レイ（１１０．

２百万ドル）で前年同期比１．６％増。 
▼モルドバ国鉄の分割 

・１５日，経済インフラ省は，モルドバ国営鉄道（CFM）を

貨物輸送部門，旅客輸送部門，鉄道インフラ部門の３社

に分割する計画を発表。 

経済協力 

▼FAO及びGEF，土地劣化対策プロジェクトに１５０万

ドル供与 
・３日，国連食糧農業機関（ＦＡＯ）及び地球環境ファシリ

ティー（ＧＥＦ）が土地劣化対策プロジェクトのために１５０

万ドルを支援予定である旨明らかとなった。 
▼ＩＤＡ及び世銀，財政管理近代化プログラムに３００

万ドルの追加支援 
・４日、議会は、国際開発協会（ＩＤＡ）及び世銀との財政

支援に関する取決めの修正を採択した。同修正により，

政府は，財政管理の近代化プログラムへの３００万ドルの

追加的財政支援を受け取ることが可能となる。 
▼ＩＭＦ，４６．１百万ドルの財政支援の支出を完了 
・４日，財務省は，ＩＭＦからの新規トランシェ４６．１百万ド

ルがモルドバ国立銀行の口座に入金されたことを確認し

た旨公表した。 
４．トランスニストリア 

▼５＋２協議，ブラチスラバで開催 

・９日及び１０日，トランスニストリア和平に関する５＋２協

議がスロバキアで開催された。本件５＋２協議は昨年５月

以来の開催となり，ライチャーク・スロバキア外務・欧州問

題相及びフラッティーニＯＳＣＥ特別代表によってホスト

された。会合では「ベルリン・プラス」パッケージの中で合

意した信頼醸成措置の実施状況や追加的な信頼醸成措

置の優先度等について意見交換が行われた。 
５．各種統計 

▼国家公衆衛生局，モルドバの井戸水８０％が飲料水

に適さないと報告 
・１０日，国家公衆衛生局は、モルドバの井戸の８０％は

飲料水として適切でないと報告した。その理由として、中

央下水システムの欠如及び井戸の近くの埋め立てなど

が原因だとしている。 
▼世銀，２０１７年までに１００万人が国外に流出した

と発表 
・９日，世銀は「移民と頭脳流出」と題する報告書を発表し，

２０１７年までに１００万人以上のモルドバ人が国外に流

出したことを明らかにした。うち８３．２％がロシア，イタリ

ア及びポルトガルに流出し，移民した約４０％が高等教

育を受けていると報告。 
▼競争力指数でモルドバは世界第８６位 
・１４日，世界経済フォーラムによる競争力指数でモルド

バは世界１４１カ国中８６位。ロシアは４３位，ルーマニア

５１位，ウクライナ８５位。 
６．対日関係 

▼山形県鶴岡市長及び西川町長，モルドバを訪問 

・７日，モルドバ・オリンピック・パラリンピック・チームのホ

ストタウンとなる山形県鶴岡市の皆川市長及び同県西川

町の小川町長らがモルドバを訪問し，モルドバ・オリンピ

ック委員会との間でチーム受入れに関する覚書に署名し

た。 

 

（了） 


